
１．「手話」にふれたことはありますか？

２．どのような場面で「手話」にふれましたか？

３．あなたは「手話」に興味がありますか？

４．ろう者（耳が聞こえず手話を使っている人）と

話したいと思いますか？

５．平成29年4月1日に、

「三重県手話言語条例

（みえけんしゅわげんごじょうれい）」が

できたことを知っていましたか？

６．「手話」がたくさんの人に使われる三重県に

なるには、どんなことが必要だと思いますか？

７．あなたのもっている「手話」のイメージについて

みなさんに聴いたこと

回答していただいたみなさん、ありがとうございました！

１．実施期間 令和7年8月29日（金）～令和7年9月16日（火）

２．回答者数 141人

３．回答率 24.6％（141人／574人）

４．実施方法 インターネットによるモニター調査（ちょうさ）

５．担当課 障がい福祉課（しょうがいふくしか）

回答していただいたみなさんの年代

キッズ・モニター＋アンケート

第４回テーマ

「手話（しゅわ）について」

小学生

53人

中学生

50人

高校生

38人



１．これまでに手話にふれたことがありますか？

２．どのような場面で手話にふれましたか？

手話にふれたことが「ある」人の割合は６８．８％となり、
おおよそ１０人のうち７人が
手話にふれたことがあることがわかりました。

ある 97人

（68.8%）

ない 44人

（31.2%）
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ボランティア活動

身近な人ではないが、手話を使

う人に会ったことがある

家族、友人、知り合いなど、

身近な人で手話を使う人がいる

テレビ、本、インターネットなど

学校

実際に手話に「ふれる」のは、
「学校」（７１人）が最も多く、

次に
「テレビ、本、インターネットなど」（３１人）が多い
結果となりました。

担当課より

担当課より



３．あなたは、手話に興味がありますか？

約３５％の人が手話に興味があると
回答しているものの、

「どちらともいえない」と回答した人も
多い結果となりました。

興味がある 50人

（35.5%）

どちらともいえない 69人

（48.9%）

興味がない

22人

（15.6%）
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担当課より

思う

29人

（20.6%）

どちらかといえば、

思う

57人

（40.4%）

どちらかといえば、

思わない

20人

（14.2%）

思わない

6人

（4.3%）

わからない

29人

（20.6%）

４．あなたは、ろう者（耳が聞こえず、手話を使って

いる人）と話したいと思いますか？

「思う」、「どちらかといえば、思う」と
回答した人が約６割となっているものの、

「わからない」と回答した人も多い結果となりました。



５．平成29年4月1日に、

「三重県手話言語条例」ができたことを

知っていましたか？

知っていた 7人

（5.0%）

知らなかった 134人

（95.0%）
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三重県手話言語条例について
「知っていた」人の割合は５.０％と、
知らない人のほうが多いという結果になりました。

担当課より

「三重県手話言語条例」では、

・手話とは、ろう者（耳が聞こえず、手話を使っている
人）がコミュニケーションをとるための大切な「言葉」
であること

・県は、話を使いやすい環境づくりを進めること

・県民のみなさんの役割として、手話への理解を深め
ていただくこと

などを定めています。

県では、条例に基づく取組を進めることにより、
聞こえる人とろう者が、おたがいを尊重し、
だれもが手話に親しみ、手話が広く利用される
社会になることをめざしていきます。



６．手話がたくさんの人に使われる三重県になる

ために、どのようなことが必要だと思いますか？
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三重県手話言語条例の内容（ないよう）

について、広く知ってもらうこと

家庭で、手話とろう者（耳が聞こえず、

手話を使っている人）について話し合うこと

地域（ちいき）のイベント等をとおして、

手話とろう者について知ってもらうこと

ろう者から、直接（ちょくせつ）話を

聞くこと

ろう者と耳が聞こえる人が、いっしょ

に活動する機会をつくること

学校で、手話とろう者について学ぶこと
「手話」がたくさんの人に使われる
三重県になるためには、

多くの方が
「学校で、手話とろう者について学ぶこと」（９７人）
「ろう者と耳が聞こえる人が、
いっしょに活動する機会をつくること」（６６人）が
必要と考えていることがわかりました。

また、
「ろう者から、直接話を聞くこと」（６３人）や
「地域のイベント等をとおして、手話と
ろう者について知ってもらうこと」（５０人）
といった回答も多く寄せられました。

担当課より



７．あなたの持っている「手話」のイメージについて、教えてください。

（例：耳が聞こえない人の言葉である、かっこいい、むずかしそう、など）

・耳の聞こえない人が使う言葉。
 沢山種類があるから覚えるのが大変そう。

・覚えて使えたら楽しそう。

・手話を使う方とコミュニケーションをとるために、
 覚えておきたい。

・耳が聞こえない人と聞こえる人が通じあえるもの。
 難しいけれど、楽しいものでもある。

・手話を使えるとカッコいいと感じます。

「難しそう」 「覚えるのが大変そう」 などが多い一方で、
「使えるとかっこいい」 「出来たらいいな」 などの声も目立ちました。
いくつかの意見を選びましたので、紹介します。

担当課より

・ドラマで「プリン」の手話を見たときにかわいいと思った。
 見てわかるものも多いので色々な手話を知りたい。

・表情が豊か。

・難しそうだけど、学校で英語を学ぶように
  手話の授業があってもいいなと思った。

・手話を覚えるのは難しそうだけど、
  出来たらいいなと思う。

・1つの言語のようなイメージ。



みなさんからいただいた回答は、障がい福祉課が受け取りました。

今回のアンケートで出てきた声は、

これからより多くの人に手話を知ってもらい、

興味を持ってもらうための取組を進めるため、活用していきます！

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました！

一般社団法人三重県聴覚障害者協会

マスコットキャラクター「できるカモん」

たくさんの
ご意見を
ありがとう
ございました
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